『師資血脈傳』 に見る 『傳法寶紀』 の影響と神會の獨自性 by 伊吹 敦
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。慧可立不移處。大師見之言白。汝爲
何事在雪中立






















































  ─ 170 ─
（　54　）
「貞觀十六年。於洛州南會善寺側宿栢墓中。遇雪深三尺
4 4 4 4 4
。其旦入寺
見曇曠法師。怪所從來。滿曰。法友來耶。遣尋坐處。四邊五尺許雪
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
自積聚不可測也




















































































　 5 は 6 とともに嵩山少林寺を達摩の聖地と位置づけようとするもので
ある。達摩が嵩山の少林寺に住んだとする記述は、『傳法寶紀』に始まる。
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。經餘三十年
4 4 4 4
。
至永徽二年八月忽命弟子元一。遣於山側造龕一所。至閏九月四
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。是日大地震動。日月無光。林木萎悴
4 4 4 4
。
葬經半年
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。房側梧桐樹曲枝向房
4 4 4 4 4 4 4 4 4
。至今曲處皆枯
4 4 4 4 4 4
。卽永徽二年閏
4 4 4 4 4 4
九月四日
4 4 4 4
也。春秋七十有三










































































































































































































































































































































































































































































A- １ ． 達摩がインドで得て中國に傳え、歷代の祖師が代々傳えて
きた禪が價値あるものであることを強調するために、「最上
乘」「如來禪」と呼ぶ。
A- ２ ． 傳記の中の漠然としていた部分を具體的に記述し、また、
傳記が依據した資料の名前を揭げることで、歷史上の人物
としての實在感を增す。
A- 3 ． 嵩山少林寺、舒州 公山、蘄州雙峰山を、それぞれ達摩、僧
璨、道信の住した聖地として顯彰する。









A- 5 ． 歷代の祖師は弟子に「佛知見」を開かせるとともに、袈裟
を與えてその正統性の證しとしてきたとする。







B- １ ． 慧能を早熟の天才とすることで、「頓悟」思想の血肉化とし
ての慧能の人格を創作する。
B- ２ ． 弘忍による慧能に對する異例な厚遇や傳衣によって、慧能が
正統な弘忍の繼承者であることを證據づける。
B- 3 ． 慧能による傳衣の停止が後繼者の命を守るためだとすること
で、傳衣による慧能の正統化と、現實には傳衣が行われてい
ないこととの間の矛盾の解消を圖る。
B- 4 ． 慧能による二十年懸記によって、神會自身が慧能の後繼者で
あることを明らかにする。
B- 5 ． 武平一撰の慧能の碑文に書かれていた、神秀を第六祖と認め
る記述を、元來の碑文を磨改したものとすることで否定する。
B- 6 ． 弘忍の弟子の法如と慧能の弟子の慧明を登場させ、彼等に對
する神會自身の評價をその人格に反映させる。
　先のA- 5 は、B- ２ と直接關わるもので、慧能が達摩の袈裟を傳承する
正統の後繼者であるとする道具立てとして設けられたもの、また、A-
6 は、B- 3 の慧能による傳衣の停止の伏線として述べられたものに外な
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